
1 　ビオトープでの活動 ２　「水辺の教室」で

＜本年度、工夫できた点・挑戦できた点＞

報　　告　　書

  四箇小学校のビオトープや校区の動植物を観察した結果を、地域や家庭に情報発信する。
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　四箇小学校の中庭には、水が流れるビオトープがあります。中心となって活動するのは、４年生の
児童６１名です。４年生はビオトープの動植物の観察をしたり、草抜きや掃除をしたりしています。ま
た、「水辺の教室」での自然観察を通して四箇校区の自然を調べています。

　「花と笑顔と親切いっぱいの四箇小学校」のキャッチフレーズのもと、身近な自然と触れあい観察す
ることで、自然を大切にしようとする態度を養い、自然の大切さを発信する。

ビオトープの植物について観察するものを決め

て、季節ごとの変化や植物や生き物の種類や特

徴、生態や豆知識など、調べたことを発表して、

興味をもってもらえるように取り組んだ。

校区内にある弘田川に行き、町の環境課

の方に教えていただきながら、川にいる水

生生物の種類から水質を調べたり、ＣＯＤ

パックテストをしたりして、川の環境を守るこ

との大切さを学んだ。

何を伝えたら、みんなが興

味をもってくれるかな？実

際にレモンを見てもらったり、

みんなが驚く豆知識があっ

たりすると、いいよね。

見てください。小さいレ

モンができています。

メダカには、たくさんの

種類がいます。ここにい

るのはどれかな？

川に住んでいる生き物を

調べ、パックテストをすると、

思ったより水はきれいでし

た。私たちも気を付けて、水

をきれいに保たないとね。

・ ビオトープでの調べ学習では、みんなが興味をもてる発表を意識して取り組んだ。そのこと

で、真剣に話を聞き、興味をもって観察を続ける子どもが増えた。

・ 水辺の教室と社会の「水の行方」の学習を関係付けることによって、水を節約する、台所に

しょう油、油などを流さないなど、自分たちにできることを考えることができた。

ビオトープでの発表会では、友だちが興味を引く豆知識を含めて発表したことで、帰ってお家の人

に話したり、さらに調べたりした児童がたくさんいた。

水辺の教室と社会科の「水の行方」の水を大切にするために自分ができることを関連付けて学習


